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新宿区立早稲田小学校 

 

あいさつから 

              校長  佐藤 興二 

あいさつのお手本 

子どもたちが校舎内に入ることができる時刻は、午前

８時１０分からです。それまでに登校してきた子どもた

ちは、玄関のところで、思い思いの話をしながら、並ん

で待っています。毎日並んでいるところがすごいですね。 

ある朝の出来事です。先生が並んでいる子どもたちへ

声をかけています。その先生は、並んでいる子どもたち

みんなに聞こえるように大きな声で「いつものように元

気に挨拶ができますか？静かに歩いて教室へ行けます

か？」子どもたちは大きな声で「ハーイ!!」と返事をし

ています。その後、子どもの声に負けないくらいに大き

な声で元気よく「おはようございます。」という先生の

声が校長室まで響いてきました。すぐに子どもたちの大

きくて、元気な「おはようございます!!」という声が返

ってきました。先生のあいさつが子どもの良き手本とな

っていた瞬間です。 

 

まねぶ（まねるから学ぶへ） 

そのやり取りを聞いて、私も正門の前で大きな声で子

どもたちへ向け「おはようございます。」とあいさつし

たら、いつもより大きな声で、元気の良いあいさつが返

ってきました。このことから、子どもは良いお手本をま

ね（まねる）、そして、自分のものにしていく（学ぶ）

のだと改めて思いました。「学ぶ」の語源には「まねる」

→「まねぶ」→「まなぶ」という説があります。どんな

ことでも自分の力でまねること、やってみることが、多

くの学び、質の高い学びへとつながっていきます。 

 

運動会の練習は、まさに先生のやることをまねるとこ

ろから始まり、自分の表現にしていきます。その成果が

運動会で発揮されることと思います。楽しみです。 

親からまねぶ、先生からまねぶ、地域の方からまねぶ、

大人が良い手本となり、健全な成長を導いてあげたいも

のです。 

 

 

なかよし班活動「わせだまつり」 

特別活動部  江口 裕真 

 

 なかよし班活動は、早稲田小学校の特色ある教育活動

の１つです。１～６年生が１つの班となり、自主的な活

動を通して豊かな人間関係を築き、互いを思いやる心を

育むことを目指しています。 

 わせだまつりは、年に一度のなかよし班活動のおまつ

りです。今年は、１０月２７日(土)に行います。６年生

が中心となり、出し物を決めたり、ルールを決めたりと

準備を進めています。当日は、皆で協力して班ごとに出

店し、店番も自分たちで交代して行います。オリジナリ

ティ溢れる楽しいお店が１８の班から出店されます。保

護者の方々にも是非ご参観いただき、子どもたちの様子

とともに、数々の工夫した点にもご注目いただければと

思います。 

 異学年とのかかわりの中で、譲り合いや優しい声かけ

など、普段とはまた違う子どもたちの輝く姿を見ること

ができます。わせだまつりで深めた絆を大切にし、１１

月以降も活動は続いていきます。 

 

クラブ活動 

特別活動部 清水 結香 

 クラブ活動は、同じ興味・関心をもつ４年生から６年

生の子ども達が集まって活動する時間です。４月に、ど

んなクラブを作りたいか、子どもたちから希望を取りま

した。その結果、今年度は、サッカー、野球、ドッジボ

ール、バドミントン、卓球、室内遊び、料理・手芸、パ

ソコン、アート、科学の１０のクラブができました。こ

の１０のクラブの中から、自分の入りたいクラブを決め

ました。 

 自分たちが計画したことを実現する満足感や、違うク

ラスや学年の友だちと協力して活動をする楽しさを味

わうことができるのも、クラブ活動の特色です。今はち

ょうど１２回あるクラブ活動のうち、６回が終わったと

ころですが、どのクラブも、６年生が中心となって話し

合い、自分たちで１年間の見通しやめあてをもって活動

内容を計画しています。６年生がリーダーシップを発揮

したり、みんなで教え合ったり、譲り合ったりするクラ

ブでは、普段の授業とは少し違う、子どもたちの微笑ま

しい姿がたくさん見受けられます。 

後半のクラブも、活動を楽しみながら、多くのことを

学んでほしいと思います。 



高みを目指して 

４年１組 佐藤 俊太 

 ２学期が始まり、一人一人が２学期の目標を立てました。

「授業中に３回は発言をする」、「先生の話をよく聞いて集

中して学習する」といった授業に関する内容や、「人の役

に立つ」、「係の仕事にすすんで取り組む」等の内容もあり

ました。夏休み明けでも子どもたちの意識は前を向いてい

ることが分かり、嬉しく思いました。 

 ２学期は運動会、展覧会などの成長することができる大

きな行事が毎月のようにあります。そのような行事一つ一

つについても、１時間の授業の中でも、自分なりの目標を

立てて取り組み、振り返ることが必ず力になります。忙し

い中でも目標を常に意識し、達成に向けて努力していける

ように声をかけていきたいと思います。 

 

みんなのために 

４年２組 伊藤 千春 

 子どもたちは運動会の御神楽の練習を頑張っています。

右手に錫杖、左手に扇子を持って躍るため、動きが複雑で

す。運動会練習が始まったその日から、休み時間に復習す

る子どもたちがいました。また、一つ一つの技を確認した

ときには、できない友達に優しく教えたり、友達が躍るの

に合わせて掛け声を掛けたりする姿が見られました。 

学校では、毎日様々なことを学びます。できるようにな

りたい、分かるようになりたいと思っても、思うように進

まないときもあります。そのようなときに諦めて投げ出し

てしまうのか、周りのアドバイスや自分を信じて努力でき

るのか、そこが大きな分かれ道になります。今回、御神楽

に取り組んで踊れるようになったことを自信にして、いつ

も諦めずに取り組めるように励ましていきます。 

 

良さを見付けて 

          ４年３組 塚田 聡 

 ３組では、帰りの会で友達の良さを発表する機会があり

ます。多くの子どもたちが帰りの会で友達の良さを伝えて

います。良さを伝えることで、周りの子どもたちは、その

子の良さに気付き、温かい気持ちになります。 

 子どもたちは、学校で友達とケンカをします。自分の考

えを主張するあまり、相手の気持ちを考えず、衝突してし

まうことが多々あります。それでも、中にはケンカをして

もその日のことを振り返り、ケンカをした相手の良さを伝

える児童もいます。 

「みんな違ってみんないい」友達と考え方が違って当た

り前です。その上で相手を理解し良さを見付けられる、そ

んな集団を目指しています。 

10 月の生活目標 

「自分の仕事に責任をもって取り組もう」 

            生活指導部 伊藤 千春 

学校生活の中では、みんなが心地よく過ごすために

様々な仕事があります。クラスでの係や日直、給食や掃

除当番…高学年になると委員会活動やクラブ活動など、

さらに役割は増えていきます。「誰かの役に立ちたい。」

という気持ちをもち、みんなのために働く喜びを感じた

り、達成感を味わったりすることで、全体のことを考え

て動くことのできる人になってほしいと思います。 

10 月行事予定 
1 月 都民の日 振替休業日 

2 火 環境学習（４） 委員会活動            SC 

3 水 後期委員長紹介                

4 木 ゴールボール（４） なかよしタイム     SC        

5 金                      

6 土                                   

7 日 
 

8 月 体育の日 

9 火   SC  

10 水 安全指導・点検 新教研（4-1,5-2）                        

11 木                 SC 

12 金 不審者対応訓練 

13 土                    

14 日 
 

15 月 クラブ活動                         SC 

16 火 社会科見学（４）                 SC  

17 水                    

18 木 なかよしタイム    校内研（５）        SC 

19 金 なかよし活動                      

20 土 早稲田幼稚園 運動会                                           

21 日       

22 月 クラブ活動 ＱＵ検査                 SC 

23 火 避難訓練 なかよしタイム             SC 

24 水 ＰＲ集会 なかよし活動   

25 木 SC 

26 金 わせだまつり準備（放課後）                               

27 土 わせだまつり 

28 日  

29 月 委員会活動    

30 火                                   SC 

31 水 校内研（１）                         

 


